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　現在、インターネットは私たちの生活に欠かせない社会基盤となりました。その
背景には、ブロードバンドの整備やスマートフォン等のモバイル機器の普及、ソー
シャルメディア等のサービスの充実があります。
　さらに近年は、 AI（人工知能）、ロボット、自動運転などの新たな技術が急速に
発展しています。こうしたテクノロジーの活用により、様々な「情報」がデータと
して共有され、新しい価値や仕事を生み出し、少子高齢化や人材不足などの社会課
題の解決にも役立つことが期待されています。
　一方、AIを活用する際に、個人情報の不適切な取り扱いによりプライバシー侵害
等の人権侵害につながる問題も起きています。また、数十年先には、AIに置き換わ
る仕事が増加し、多くの人が失業するといった予測もされています。今後、AIが普
及する社会において、人間に必要とされるスキルや人間の在り方がより問われるこ
とになると考えられます。
　こうした変化の激しい時代の中で、組織が社会の信頼を得て、活動を継続・発展
していくには、顧客をはじめとするステークホルダー１人ひとりの人権を尊重した
情報の取り扱いが求められます。
　「情報モラル」は「情報を扱う際に配慮が求められる考え方と態度」です。具体
的には、「人権への配慮（プライバシーの尊重等）」「安全への配慮（情報セキュ
リティ対策等）」「社会的公正への配慮（情報アクセシビリティ等）」がありま
す。AIなどの新たな技術を活用する場面においても、人権に配慮した情報モラルが
より重要となってきます。
　今回作成した「AIの適切・安全な利活用事例集」には、中小企業におけるAI利活
用の好事例や、人権・倫理上のトラブルや取り扱いに配慮すべき事例などを掲載し
ています。
　今後の参考にしていただければ幸いです。
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■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

パン・ベーカリー業界の

店舗販売現場では、少子

高齢化による人材不足が

深刻化してきました。パートやアルバイ

トを採用しても100種類以上もあるパン

の名前をすぐには覚えられず、レジ処理

に時間がかかるため会計待ちの行列がで

きる状況でした。その結果、お客様から

不満がでたり、通勤時間やランチタイ

ム、帰宅時間などの繁忙時には並ぶこと

を嫌がるお客様が他店に流れ機会損失が

発生したりしていました。時にパートや

アルバイトがパンの種類を間違えるなど

して合計金額が合わないというクレーム

も起きていました。こうした状況を改善

し、サービスを向上するための教育に、

時間と労力とコストが掛かるなどの経営

課題がありました。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

パンの画像認識AIを導入

しました。これは、お客

様が複数種類のパンを載

せたトレイをカメラの下に置くと、トレ

イの上のカメラがパンの種類を自動判別

し、価格・数量、購入金額を自動的に計

算することができるPOS連動側のシステ

ムです。

画像認識AIを導入したこ

とで、パートやアルバイ

トのレジ処理能力が劇的

に向上し、会計待ちの行列がなくなり、

お客様の不満が解消しました。

同時に他店へお客様が流れてしまう機会

損失も少なくなり、購入金額の間違いな

ども激減しました。

パート・アルバイトに対する教育時間の

短縮化が進み、誰もがレジ処理をできる

ようになったことで人材不足の解消につ

ながっています。

画像認識AIによる
パン・ベーカリー業界成功事例N o . 1

■本事例の概要
画像認識AI（人工知能）とPOS（ポイント・オブ・セールスシス
テム：販売時点情報管理）を導入し、パン・ベーカリー業界の人
材不足、教育時間短縮、顧客満足度向上を実現した事例です。

経営
課題

AI
導入
（課題解決）
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店舗販売現場では、少子
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深刻化してきました。パートやアルバイ

トを採用しても100種類以上もあるパン
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に時間がかかるため会計待ちの行列がで
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パンの画像認識AIを導入

しました。これは、お客

様が複数種類のパンを載

せたトレイをカメラの下に置くと、トレ

イの上のカメラがパンの種類を自動判別

し、価格・数量、購入金額を自動的に計

算することができるPOS連動側のシステ

ムです。

画像認識AIを導入したこ

とで、パートやアルバイ

トのレジ処理能力が劇的

に向上し、会計待ちの行列がなくなり、

お客様の不満が解消しました。

同時に他店へお客様が流れてしまう機会

損失も少なくなり、購入金額の間違いな

ども激減しました。
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ようになったことで人材不足の解消につ

ながっています。

N o . 1

経営
効果

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１．画像認識AIの導入によって誰でもレジ処理ができるようになり人材不足の
解消につながった。

２．100種類以上のパンを覚える必要性がなくなりパートやアルバイトに対す
る教育時間の短縮化につながった。

３．画像認識AIのおかげで会計時間とレジ待ち時間がともに短縮化し、顧客満
足度が向上した。

４．POSとの連携で売れ筋や死に筋分析が的確にでき経営効果が向上した。

ポイント
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■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

永年の経験があるベテラ

ンドライバーは、道の複

雑性、道路状況、交通

網、天候などの条件を瞬時に察知して、

お客様を途切れなく乗車させることがで

きます。

その反面、乗車回数の少ない新人ドライ

バーは、経験が少ないため乗車待ちのお

客様を探すことができず、乗車率が低く

なってしまう傾向にありました。

同じ会社のタクシーであってもこれだけ

差があると、ベテランドライバーから新

人ドライバーへの教育も重要となるわけ

ですが、ベテランが経験を口で説明する

ことはなかなか困難であり、結局は乗車

率の差が思うように埋まらないという経

営課題がありました。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

移動需要予測AIタブレッ

トは、お客様の乗車需要

を予測し、情報（モバイ

ル空間統計、タクシー運行、気象、施設

データ）をもとに算出したリアルタイム

な移動需要予測情報をタブレット上に表

示することができるものです。

500メートル四方のエリアごとの乗車需

要を10分単位で予測した情報が30分お

きに更新され、地図に色と数字で示され

ます。

移動需要予測AIによる
タクシー業界成功事例N o . 2

■本事例の概要
移動需要予測AI（人工知能）タブレット端末をタクシーに導入
し、乗車回数が少ない新人ドライバーでも優秀なベテランドラ
イバー同等に乗車率が向上。売上貢献と生産性向上を実現した
タクシー業界事例です。

経営
課題

AI
導入
（課題解決）
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ドライバーはこの色と数

字に従い、乗車待ちのお

客様を探して乗車させる

ことが可能となりました。

新人ドライバーの乗車率は、ベテランド

ライバーと同等に向上した上、ベテラン

も更に乗車率を向上させることができ相

乗効果が得られています。

N o . 2

１．リアルタイムな移動需要予測情報をタブレットに表示することで、新人ド
ライバーでも乗車率を向上させることができた。

２．乗車率の向上にともない、乗車待ちのお客様を長く待たせずに済むように
なり、顧客満足度が向上した。

３．タクシー会社全体でドライバーの乗車率が向上し、収益性向上につながっ
た。

ポイント

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

経営
効果

AIの適切・安全な利活用事例集 ｜ 04



■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

外食業界では、政府の観

光立国推進や2019年の

ラグビーワールドカップ

開催、さらに2020年のオリンピック開

催をきっかけに外国人観光客が増加して

います。

ただし、店員が多言語で対応できないこ

とや、日本流のおもてなしが不十分なこ

とが原因で、外国人観光客が並んでいる

途中で帰ってしまう事態が発生してしま

いました。

そこで、待ち時間中に帰らせないための

対策を検討するという経営課題がありま

した。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

音声多言語認識AIは大型

タッチパネルとコミュニ

ケーションロボットを組

み合わせたシステムで、外国人観光客が

パネル上のコンテンツを選んでドラッグ

＆ドロップすると、動画や画像が表示さ

れます。

また、パネルに内蔵されたカメラが外国

人観光客やウェイティングスペースの状

況・特徴を捉えると、パネルの横に設置

されたロボットが来店客の年齢・性別、

待合人数状況を加味した上で、おすすめ

メニューを音声でレコメンド（推薦）し

ます。

これにより待ち時間でも日本流のおもて

なしが実現でき、待たずに帰ってしまう

外国人観光客が減少しました。

音声多言語認識AIによる
外食業界事例N o . 3

■本事例の概要
音声多言語認識AI（人工知能）を使った多言語対応が可能とな
り、順番待ちの外国人観光客（インバウンド客）に対して日本
流のおもてなしを実現した外食業界事例です。

経営
課題

AI
導入
（課題解決）
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大型タッチパネルと多言

語コミュニケーションロ

ボットを介して、外国人

観光客と多言語でのコミュニケーション

が実現可能となりました。

また、年齢・性別、待合人数状況を200

パターンから解析し、音声でメニューを

レコメンド（推薦）することで、待ち時

間に外国人観光客を飽きさせないことが

日本流のおもてなしとなり、顧客満足度

向上や売上向上につながっています。

N o . 3

経営
効果

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１．音声多言語認識AIを導入したインバウンド客へのレコメンド対応により、
事前にメニューの提案が可能になった。

２．待ち時間に飽きさせない工夫で帰ってしまう外国人観光客が減少し、顧客
満足度や売上・利益向上につながった。

３．日本人流のおもてなしをロボットが実現することで人材不足の解消につな
がった。

ポイント
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■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

日本酒製造業界では杜氏

（とうじ）やベテラン職

人の高齢化と共に製造工

程の属人化が進んでいます。そのため、

ベテラン職人でなければ対応できない工

程がないように、作業工程を標準化し、

高品質で均一な酒造りを目指す必要性が

ありました。

しかし、杜氏やベテラン職人のノウハウ

はマニュアルや動画などで可視化できて

おらず、若い人材を採用しても「背中を

見て覚えろ！」の精神で教育に相当数の

時間が掛かり、技術や知識の伝授が難し

いなどの経営課題がありました。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

温度や湿度などを各種セ

ンサーで収集した大量の

データと製造プロセス、

醸造の流れを定義した数理モデル、日本

酒に含まれる成分の計測値を組み合わせ

ることにより、日本酒造りに最適なプロ

セスを算出するAIを導入。杜氏やベテラ

ン職人の技術や知識の伝承が可能となり

ました。

センサー情報連携AIによる
日本酒製造業界事例N o . 4

■本事例の概要
職人文化が根強い日本酒製造業界においてAI（人工知能）を活
用し、職人が勘と経験で製造していた日本酒造りに科学的な分
析と品質管理手法を取り入れ、生産性向上と高品質な日本酒造
りを実現した事例です。

経営
課題

AI
導入
（課題解決）
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各種センサーで収集した

大量のデータや計測値な

どを組み合わせてAIで算

出する仕組みを導入したことにより、予

測精度の向上や支援情報の精緻化が実

現。より最適な日本酒の製造が可能とな

りました。

この仕組みを活用することで、杜氏やベ

テラン職人のノウハウが可視化でき、高

品質かつ均一な日本酒造りにつながって

います。

N o . 4

経営
効果

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１．可視化が難しかった杜氏やベテラン職人のノウハウをAIが解析して日本酒
製造の生産性向上に貢献できた。

２．温度や各種センサーなどのIoT情報も活用し、高品質かつ均一な日本酒醸
造工程を導き出すことができた。

3．属人化した杜氏やベテラン職人のノウハウが可視化でき、若手の人材育成
が可能となった。

ポイント
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■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

アパレルの店舗におい

て、ベテランのスタッフ

はお客様の顔や洋服のス

タイル、趣向を覚え、個々のお客様に

合ったアイテムやシーンにふさわしい

コーディネートをご提案することで、

アップセル（単価向上）やクロスセル

（販売数向上）につなげることができま

す。しかし、新人の店舗スタッフはそう

いった提案ができないため、ベテランと

新人の店舗スタッフでは客単価や販売数

に大きく差が開いてしまう傾向がありま

した。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

顔認識AI（人工知能）に

よる音声会話ロボットを

導入し、来店されたお客

様に対してアイテムやスタイリングの紹

介をしています。たとえば「このジャ

ケットはこんなスタイリングがおすす

め！」など、アイテムの紹介だけでな

く、そのアイテムやシーンにぴったりの

コーディネートまで提案できるため、お

客様の購買動機を促すことができ、客単

価向上や販売数増加につながりました。

顔認識AIによる
アパレル業界事例N o . 5

■本事例の概要
顔認識AI（人工知能）を搭載した音声会話ロボットとEC（電子商
取引）、そして現実の店舗を融合したO2O（Online to Offline：
ネットとリアルを融合するマーケティング手法）を実現したアパ
レル業界の事例です。

経営
課題

AI
導入
（課題解決）
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顔認識AIによる音声会話

ロボットの導入後、お客

様の顔情報から性別認識

をした上でアイテムやスタイリングを紹

介することが可能になりました。さら

に、紹介後もお客様の表情を認識し、コ

メントを変える仕組みになっています。

コーディネート情報には、実際の店舗ス

タッフのノウハウを活用する事で、より

リアリティのある提案ができており、

アップセルやクロスセルにつながってい

ます。

N o . 5

経営
効果

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１．顔認識AIがお客様の特徴を自動的に解析して、アイテムやスタイリングを
提案。それが、お客様の購買動機につながった。

２．店舗スタッフが他のお客様に対応している時でも、音声会話ロボットが会
話をしておもてなしができる。

３．AIに蓄積される会話履歴や紹介情報は、店舗スタッフの生きた情報として
も活用できるようになった。

４．顔認識AIを搭載した音声会話ロボット、現実の店舗、ECを融合したO2O
につながった。

ポイント
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■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

米国大手IT企業が開発し

たチャットボットは、ツ

イッターなどSNSを介

して簡単な会話ができるAI（人工知能）

でした。大手IT企業側ではユーザーとの

会話履歴をビックデータとして集め、将

来、チャットボットでの会話がスムーズ

になることを目指していました。当時、

チャットボットでの会話はまだまだぎこ

ちないものが中心で、AIを活用していか

に自然に会話できるようにするかが経営

課題でした。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

米国大手IT企業のチャッ

トボットは19歳のアメ

リカ人女性という設定

で、若い女性のごとく会話ができるよう

開発されました。

チャットボットはツイッターなどのSNS

で繰り広げられる会話の中から独自に学

習し、言葉を覚えて会話を行えるように

なるAIでした。そして、チャットボット

はユーザーとの会話のみならず、画像を

介したコミュニケーション機能も搭載し

ており、たとえばチャットボット宛に顔

写真を投稿すると、顔に丸印をつけてコ

メントをするといったことも可能でし

た。

チャットボットAIの
発言モラル問題事例N o . 6

■本事例の概要
世界的な米国大手IT企業が19歳女性という想定で開発した
チャットボットAI（人工知能）を一般提供開始後、発生した発
言モラル問題の事例です。

経営
課題

AI
技術
（課題解決）
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チャットボットは一般提

供開始後、多数のユー

ザーに利用されました。

しかし、最初は簡単な会話だったもの

が、徐々に人種差別や性差別、陰謀論と

いった問題発言をし始めました。

そして、利用するユーザーとチャットで

会話を繰り返せば繰り返すほど、ヘイト

スピーチ（人種差別発言）を連発しはじ

めました。結果的に、ユーザーによって

炎上し、提供開始からわずか16時間後

に停止となってしまいました。

N o . 6

人権・
倫理上の
トラブル

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１．チャットボットを利用する際は、チャットボットが発する発言に人種差
別、性差別、陰謀論などが含まれていないか確認する。

2．チャットボットなどの機械学習においては多数派が尊重され、少数派が反
映されにくいというバンドワゴン効果に注意し、アルゴリズムなどを設定
する必要がある。

ポイント
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■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

米国大手ネット通販会社

では、優秀で高度な技術

を持つエンジニアなどの

専門職を募集する際、面談やテストだけ

では真に優秀か判断しづらいという理由

から、多くの応募者の選考に時間をかけ

ていました。結果、採用コストがかかり

すぎるといった経営課題を抱えていまし

た。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

米国大手ネット通販会社

の人材採用AIは、人材採

用業務を効率化させるた

め、過去10年間分の履歴書のパターン

を学習させて、評価をするシステムでし

た。

応募者をランク付けし、5点満点の応募

者を明示して、採用することを目的とし

ていました。

人材採用AIによる
女性差別問題事例N o . 7

■本事例の概要
米国大手ネット通販会社では優秀なエンジニアを大量に採用す
るためにAI（人工知能）による人材採用システムを構築しまし
た。稼働した結果、起きてしまった女性差別問題の事例です。

経営
課題

AI
導入
（課題解決）
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AIによる人材採用システ

ムを稼働した結果、女性

差別的な判断をする欠陥

が見つかりました。

欠陥とは「女性」という言葉が履歴書に

記載されていると応募者の評価が下がっ

てしまうというもので、結果として男女

の人権問題に発展しかねない事態となり

ました。

過去の応募者が男性中心だったため、男

性を採用するのが好ましいとAIが勝手に

判断してしまったのです。

女性差別をしないよう、プログラムは修

正されましたが、別の差別を生み出す可

能性もあるとして、プロジェクトは打ち

切りとなりました。

N o . 7

人権・
倫理上の
トラブル

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１．AIを活用したパーソナルデータの収集・前処理・提供を行う際は、それら
を通じて生成された学習モデルの提供等においてプライバシーを遵守す
る。

２．AIに過度に依存するリスクが存在することを踏まえ、必要な対策を講じて
運用する。

３．AIによりなされた判断結果の公平性を保つために、AIを活用する場合にも
人間の判断を介在させる。

ポイント
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■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

自動車産業は100年に1

度と言われる大変革時代

に突入しており、今後、

AIによる自動運転が主流になっていきま

す。

自動運転AIを取り巻く環境は、既存の自

動車メーカーに加え、巨大デジタル・プ

ラットフォーマーやライドシェア（配

車）サービスなど異業種のプレーヤーが

参入して開発競争にしのぎを削っている

状況。各メーカーともマーケットシェア

をどのように維持・拡充するかが経営課

題となっています。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

自動運転AIでは原則的に

5段階のレベルが規定さ

れています。

まずレベル2まではドライバーの「運転

支援」が必要です。

レベル3は、限定条件下でシステムがす

べての運転操作を行いますが、「人が飛

び出してきた」など、緊急時にAIからの

要請で人間が操作を引き継ぎます。

レベル4以降を「完全自動運転」と呼び

ます。レベル4はエリアや時間などの限

定条件付きで自動運転が可能なレベル。

レベル5は限定条件なしで、自動運転シ

ステムがすべてに対応可能となります。

自動運転AIによる
交通事故問題事例N o . 8

■本事例の概要
自動運転で走行していた車がAI（人工知能）
の判断で事故を起こした場合の、人権問題や
倫理的問題に関する事例です。

経営
課題

AI
技術
（課題解決）
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一般的な自動車事故の

94%が人の判断ミスと

されますが、今後、全て

の車が自動運転になったとしても人権や

倫理問題などをクリアしなければ自動車

事故での過失判断が非常につきづらい状

況です。

自動運転に関する人権・倫理上の問題を

考える際、モラルマシーンというサイト

が有名です。

http://moralmachine.mit.edu/hl/ja

乗客、歩行者、障害物との関係の中で自

動運転車はどのような判断をするのが正

しいかを問う内容です。一度ご確認いた

だければと思います。

N o . 8

人権・
倫理上の
トラブル

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ポイント

1．人の生命・身体・財産に危害を及ぼし得る分野でAIを利活用する場合、想
定される被害に関して配慮する必要がある。

2．AIにより生命・身体・財産等に危害が及ぼした場合に講じる措置について
あらかじめ整理しておくことが期待される。
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■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

現在まで電車、病院、会

社などで使われる自動認

識システムはRFIDや磁

気カードが中心でしたが、情報量が少な

く、偽造なども簡単にできることからセ

キュリティ的には堅牢ではない状況でし

た。

また、電車、病院、会社など人の入退場

が多い場所ではインフルエンザや感染症

などが広がる恐れがありました。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

顔認識AIが人間と同等の

識別能力まで発展する

と、カメラから得た顔画

像と顔データベースを利用しかなりの精

度で個人を特定することができます。

つまり、カメラから得られる画像データ

で顔認識AIの学習が進むにしたがって、

人の顔の特徴を次第に理解していき、お

おまかな特徴から、顔の特徴抽出、顔の

グループ化、2つの顔が同一人物のもの

であるかの判断など、高いレベルの認識

能力を獲得していきます。

RFIDや磁気カードのように接触が必要

なくなるため、例えば入退出が多い空

港、電車、病院、会社などで顔認識によ

る通過が可能となり、時間削減や感染症

対策に貢献できます。

顔認識AIによる
プライバシー問題事例N o . 9

■本事例の概要
本事例は顔認識AI（人工知能）が高度化することで様々なこと
ができるようになった際の、プライバシー問題の事例です。

経営
課題

AI
技術
（課題解決）
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このように顔認識AIは高

い識別能力を持ち、カメ

ラから個人を特定するな

ど情報抽出を行えるため利用の幅は広く

なります。一方で無作為に顔認識を行う

ことは個人のプライバシーの観点から問

題も大きく、個人の特定を顔認識で対応

することへの議論も必要となります。

また、空港などで顔認識を行う際に人種

差別やマイノリティ（少数派）への対応

が適切でなければ、トラブルが発生する

可能性があります。

N o . 9

人権・
倫理上の
トラブル

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

1．AIによる顔認識の際はプライバシー保護やセキュリティ対策に留意し機密
性・安全性・可用性を確保する。

２．プライバシーを侵害する、あるいはセキュリティを守れないような顔認識
AIを導入・運用しない。

3．万が一、プライバシーやセキュリティ問題に発展した場合はいち早く対策
を講じて被害を最小限に食い止める。

ポイント
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■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

少子高齢化や働き方改革

が進み、法整備が厳格化

すればするほど、企業側

は今まで以上に短時間労働で生産性を高

めることを重視していきます。

経営側から見ると売上や利益やコスト削

減につながるような仕事は付加価値の高

い仕事と言えますが、それ以外は従業者

側の仕事をAIやロボットに代替していく

潮流となっていきます。

■■■■■■■■■■■■■■―――――――――――――――

「AIが雇用を奪う」とい

う論文（https://ww-

w.oxfordmartin.ox-

.ac.uk/publications/view/1314）では

アメリカの就労者のうち47%が、今後

10～20年でAIに代替される可能性があ

り、AIやロボットが従業者側の仕事を搾

取する可能性が高い職種として、単純労

働的な一般事務員、組立工、タクシー運

転手、レジ係などが挙げられています。

一方、置き換わる可能性が低い職種は、

アートディレクター、エコノミスト、教

員、介護職員などとされています。

仕事の自動化AIによる
搾取問題事例N o . 1 0

■本事例の概要
本事例は将来、AI（人工知能）やロボットが高度化し、人間の
仕事をAIやロボットが搾取することを想定した事例です。

経営
課題

AI
技術
（課題解決）
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今後、AIやロボットが仕

事を搾取する前出の仕事

以外にも中間層の仕事が

急激に減少し、高度な創造性やコミュニ

ケーション能力が必要とされる仕事と熟

練度の低い仕事が二極化する可能性が高

くなります。また、自律的な判断能力の

高いAIが導入されることで、ルーティー

ン的要素の高い業務は代替される見通し

が大きく、ホワイトカラーの仕事の大半

がこうした領域に該当します。そのため

これらの人材は今後、早期退職やリスト

ラの対象になると示唆されており、企業

側からの強要が人権や倫理上の問題に発

展する大きな可能性を帯びています。

N o . 1 0

人権・
倫理上の
トラブル

■■■■■■■■■■■■■■――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１．AIやロボット化のコスト面も考慮する必要がある。いくら便利でも倫理
上、リストラなどの強要をしてはならない。

2．AIでできる仕事と人にしかできない付加価値の高い業務を分けて、後者に
ジョブシフトできるようにする。

3．人権や倫理に配慮し、企業側も従業者側も極力コミュニケーションを取り
ながら解決できるようにする。

ポイント

AIの適切・安全な利活用事例集 ｜ 20



〒870-0037　大分県大分市東春日町51-6　大分第2ソフィアプラザビル4F　TEL：097-537-8180　FAX：097-537-8820
発行　公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所


